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「いったん受けとめる」
それだけで人生はうまくいく

部下が会議で提案したのに「いいんだけどさ……
」と否定してしまったことはありませんか。
受け答えをした方は否定したつもりはなかった
でしょう。でも、言われた方は「自分の気持ち
を受けとめてくれなかった」「否定された」と
感じてしまいます。こうしたことが続くと、そ
のうち「どうせ言っても受けとめてくれない」
と思い、何も言わなくなってしまう……という悪
循環が起きます。

現代の人々のコミュニケーションを妨げている
最大の障壁が、この「受けとめていない」とい
う態度にあります。
では、どうすればいいのでしょうか？
答えはシンプルです。
それは・・・「いったん受けとめる」ことです
。「いったん受けとめる態度」は相手を否定せ
ず、評価もしない。そうすることで、相手の安
心感、話しやすさ、信頼を引きだすことができ
るようになります。
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